
（参考） 

第３次男女共同参画基本計画（抜粋） 

（平成２２年１２月１７日閣議決定） 

 

 

第１４分野 地域、防災・環境その他の分野における男女共同参画の推進 

 

４ 防災における男女共同参画の推進 

施策の基本的方向 

 被災時には、増大した家庭的責任が女性に集中することなどの問題が明らかになっており、防

災（復興）の取組を進めるに当たっては、男女のニーズの違いを把握して進める必要がある。こ

れら被災時や復興段階における女性をめぐる諸問題を解決するため、男女共同参画の視点を取り

入れた防災（復興）体制を確立する。 

具体的施策 担当府省 

ア 防災分野における女性の参画の拡大 

・地域防災計画等に男女共同参画の視点や高齢者・外国人等の視点が反映される

よう、地方公共団体に対して要請するなど、その推進を図る。 

・防災分野での固定的な性別役割分担意識を見直すとともに、防災分野における

政策・方針決定過程への女性の参画を拡大する。 

 

イ 防災の現場における男女共同参画 

・災害時における女性高齢者等の被災が多いため、防災施策の立案、実施及び情

報提供に当たっては、女性、高齢者、外国人等の視点も踏まえる。また、緊急

時における連絡体制の整備や、避難誘導等に関して平時からの高齢者、外国人

等に対する知識の普及・学習機会の拡充を図る。 

・地方公共団体の災害に関する各種対応マニュアル等に男女共同参画の視点を踏

まえるよう支援を行う。 

・男女の参画や、災害や防災に関する知識の修得を進める。また、固定的な性別

役割分担意識の見直し、方針決定過程への女性の参画の促進、及び女性リーダ

ーの育成など、男女共同参画の視点を取り入れることを推奨する。 

・避難場所や災害ボランティア活動などの場において、安全の確保など男女共同

参画の視点からの配慮がなされるよう図る。 

・消防職員・消防団員、警察官、自衛官等について、防災現場に女性が十分に配

置されるよう、採用・登用の段階を含めて留意する。また、平時訓練などその

職業能力の向上についても配慮する。 

 

ウ 国際的な防災協力における男女共同参画等 

・「防災協力イニシアティブ」（平成 17 年１月 18 日）に基づき、国際的な防災協

力に当たっては、男女共同参画の視点を踏まえて援助を行う。 
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